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＊問い合わせ先（土･日･祝日を除く）＊

新発田市社会福祉協議会社会福祉
法　　人

〒957-0054　新発田市本町4-16-83
TEL 23－1000  FAX 26－3300（ボランティアセンター内）

新発田市
ボランティア
センター

 ○
カルチャー
センター

専用駐車場

県立
新発田病院

新発田駅

しばた社協だよりは、ボランティアグループ「むぎの会」により音声訳されています

No.361
平成28年11月15日ボランティアだより

社会福祉事業・ボランティア活動功労（個人） 社会福祉事業・ボランティア活動功労（団体）

民生委員児童委員功労

平成28年度  新発田市社会福祉協議会長表彰
～受賞おめでとうございます～

たくさんの方のご来場をいただきありがとうございました！

　10月22日、カルチャーセンターに於いて、新発田市社会福祉協議会長表彰の表彰式が行われ、多年にわ
たる社会福祉活動に対し、功績のあった個人及び団体の皆様に表彰状と副賞が贈られました。

○民生委員児童委員功労…在職期間９年以上
○�社会福祉事業・ボランティア活動功労（個人）…団体に所属せず１年以上又は団体
に所属しながら10年以上活動を継続している方
○社会福祉事業・ボランティア活動功労（団体）…３年以上活動を継続している団体

社協ホームページ（PC版）が　
ご覧になれます

▲新発田社協のホームページ　http://www.shibata-shakyo.or.jp

No.335
平成28年11月15日

「社協」は、社会福祉協議会の略称です

編集・発行　新発田市社会福祉協議会　新発田市本町4-16-83　TEL 23-1000（代表）
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しばた社協だより

　赤い羽根共同募金運動のスタートとなる10月１日から３日間と、10月22日に新発田市カルチャーセンターで開催された「新発田
市ボランティアフェスティバル」において、自治会協力者、福祉団体など200名を超える多くの方々にご協力いただき、市内の店
舗前や施設での街頭募金活動を実施しました。募金いただいた皆さま、参加いただいた皆さま、本当にありがとうございました。

協力団体（敬称略）

新発田市自治会連合会、新発田市老人クラブ連合会、新発田市民生委員児
童委員連合会、新発田青少年健全育成市民会議、新発田市身体障害者団体
連合会、新発田市健民少年団、日本ボーイスカウト新潟連盟新発田第一
団、風の子クラブ、オムレツクラブ、新発田市手をつなぐ育成会本人の会
「スマイル」、自立生活センター新発田、作業所あゆみ、はとの会、しば
草会、フリースペースみのり、御免町小・一中校区青少年健全育成会議、
住吉地区自治会連合会、島潟町内会、新富町３丁目町内会、湖南区集落
会、光陽自治会、のぞみの家福祉会、ボランティアサークル倶楽部ふくし

街頭募金活動報告

実施場所（敬称略）

イオン新発田店、ウオロク（住吉店、東新町
店、緑店、コモ店）、ホームセンタームサシ新
発田コモ店、PIO21、ケーズデンキ新発田店、
チャレンジャー新発田店、新発田駅、新発田市
役所、生涯学習センター、新発田市カルチャー
センター

街頭募金合計額　344,293円
（10月１日、２日、３日、22日、13ヵ所で実施）

赤い羽根共同募金
「地域支え合い活動支援事業」

公募型助成のご案内
目　　的

　誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らせる地域づくり
を推進すること及び先駆的・開拓的な住民参加型事業を応
援することを目的に、公募型による助成を行います。

対象団体
　自治会、老人クラブ、ボランティア団体、NPO法人な
ど、地域福祉活動を行う民間の非営利団体 等

助成金額
①　備品整備事業　上限20万円
②　備品整備以外の事業　上限15万円
※　総事業費の１割が自己負担となります。

赤い羽根共同募金
「福祉団体等活動助成事業」

のご案内
目　　的

　誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らせる地域づくり
を推進する福祉団体等に対し、共同募金配分金による助成
金を交付することで、地域福祉活動を推進し、活性化を図
ることを目的に助成を行います。

対象団体 （自主性・非営利・公開を原則とすること）
　新発田市内で、地域住民を対象に自主的・自発的に進め
る地域福祉活動を行う団体の連合会及び協議会 等

助成金額
　自己資金（補助金等は含まない）及び構成団体数によっ
て上限を設けます。
※詳しくは、お問い合わせください。

助成対象実施期間 	 平成29年4月1日（土）から平成30年3月31日（土）までに行われる事業を対象とします。

募集期間 	 平成28年11月16日（水）～平成28年12月28日（水）

問い合わせ先 	 新発田市共同募金委員会
	 〒957-0054　新発田市本町4-16-83　新発田市社会福祉協議会内
	 TEL 23-1000　FAX 26-3300
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　認知症や知的・精神障がい等で財産のことや将来のことに不安はありませんか？ 成年後見センターでは、成年
後見制度に関する相談支援や普及啓発に取り組んでいます。今回のセミナーでは、市民向けに誰にでも分かりやす
いような研修会を下記のとおり開催いたしますのでお気軽にご参加ください♪
日時：平成28年12月10日（土） 13：30～16：30（受付13：00）
会場：地域交流センターあおり館 屋内広場 
内容：【１部】講義～成年後見制度の概要と必要性について～　講師：�新発田中央法律事務所　所長　吉村 一洋　弁護士
　　　【２部】パネルディスカッション～制度を利用し「不安」が「安心」にかわる時～
　　　　　　 コーディネーター：新発田中央法律事務所　所長　吉村 一洋　弁護士
　　　　　　 オ ブ ザ ー バ ー：新潟県社会福祉協議会 
　　　　 　　パ ネ リ ス ト：新発田市社会福祉課、地域包括支援センター、親族後見人
　　　【３部】個別相談会
申込〆切：�平成28年12月１日（木）までに当センターへ電話にてお申込みください。
　　　　　※個別相談会も同日開催いたします。（要予約・無料）

成年後見センター
（新発田市社会福祉協議会地域福祉課内）

TEL 0254－20－8988（直通）

平成28年度成年後見セミナー inしばたのご案内 参加無料

◇問い合わせ◇　新発田市社会福祉協議会　地域福祉課　ＴＥＬ ２３－１０００

　新発田市社会福祉協議会の登録除雪ボランティア「雪のけ隊」として、自力で除雪が困難な高齢者や
障がい者のお宅の除雪を行うボランティアを募集しています。
　元気な方であれば、老若男女問わず登録可能です。

除雪ボランティア活動者募集

活動内容
玄関先から生活道路までの生活
上必要最低限の除雪
※�当会でボランティア活動保険

に加入いたします。また、除
雪用具も貸し出しますので、
活動可能な方はお気軽にお問
い合わせください。

除雪活動までの流れ
除雪ボランティアの登録（登録カードを記入）
　　 ↓
活動依頼（事務局で把握しているニーズを紹介）
　　 ↓
除雪活動（現地での活動開始。現地集合・現地解散）
　　 ↓
除雪活動の報告（活動が終了した時点で、事務局へ連絡を入れる）

法人後見事業について
　新発田市社会福祉協議会では、法人として後見人等となり、財産管理や介護サービスの契約などを行うことで、ご本人が安心
して生活できるように取り組みます。
＜受任の主な条件＞・市長申立の案件での他に適切な受任者がいない場合
　　　　　　　　　・�日常生活自立支援事業の利用者で判断力が低下した場合

採用職種及び採用人数　保健師又は看護師　１名　採用予定事業所　新発田中央地域包括支援センター
採用予定日　平成29年４月１日　　募集期間　平成28年11月15日（火）～平成28年12月16日（金）
選考方法　　選考試験Ⅰ（作文・適性検査）及び選考試験Ⅱ（面接試験）による
試 験 日　　平成29年１月21日（土）・平成29年１月29日（日）
詳細は当社協ホームページをご覧いただくか又はお問い合わせください。　総務課　23－1000

職員募集
（正職員）
のお知らせ


